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広報ましき
「 あ な た 」と「 ま ち 」と 、 心 つ な が る 情 報 発 信

【特集】 
どすこい！大相撲

【わがまち散歩】福
ふく

田
だ

編

野
山
の
色
を
織
り
上
げ
た
よ
う
な

堤
の
水
鏡
に
映
る
逆
さ
の
錦
の
帳と

ば
り

静
寂
に
包
ま
れ
て
山
鳥
の
声
響
き

ゆ
く
年
を
惜
し
み
思
い
を
馳
せ
る

12
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問 い合わせ先

今 月の表紙

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

交流情報センターミナテラス ( 図書館 )　住 木山 236
保健福祉センターはぴねす　健康保険課　健康増進係　住 惣領 1470
復興まちづくりセンターにじいろ　住 宮園 702
児童館　　　　　　　　　　　住 惣領 1470
町民憩の家　　　　　　　　　住 赤井 2167
学校給食センター　　　　　　住 宮園 943-1
文化会館　　　　　　　　　　住 木山 381-1
総合体育館　　　　　　　　　住 木山 236
水道センター　　　　　　　　住 寺迫 51-1
浄化センター　　　　　　　　住 馬水 1194-2
クリーンセンター　　　　　　住 寺迫 290
益城斎場　　　　　　　　　　住 福原 5740
益城西原消防署　　　　　　　住 寺迫 202-1
社会福祉協議会　　　　　　　住 惣領 1470

●
会 計 課
税 務 課
　住 民 税 係
　固 定 資 産 税 係
　納 税 係
住 民 課
　住 民 係
　環 境 衛 生 係
健 康 保 険 課
　保健事業係・保険年金係
　介 護 保 険 係
福 祉 課
　地域福祉係・包括支援係
　障 が い 支 援 係
　人 権 対 策 係
こ ど も 未 来 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
　スポーツ振興係
産 業 振 興 課
　商 工 観 光 係
街 路 課
建 設 課
　管 理 係
　工 務 係
都 市 計 画 課
　都 市 計 画 係
　建 築 係
　公 営 住 宅 担 当
復 興 整 備 課
　まちづくり推進室
　工 務 係
企 画 財 政 課
　ふるさと納税ダイヤル
総 務 課
　男女共同参画係
危 機 管 理 課
新 庁 舎 等 建 設 課
議 会 事 務 局

☎ 286-3201

☎ 286-3388
☎ 286-3380
☎ 286-3116

☎ 286-3112
☎ 289-8077

☎ 286-3113
☎ 286-3114

☎ 234-6113
☎ 286-3115
☎ 289-1400　　
☎ 286-3117
☎ 286-3307
☎ 286-3337
☎ 287-4330
☎ 286-3277
☎ 289-8307
☎ 286-3171

☎ 286-3301
☎ 286-3224

☎ 286-3340
☎ 289-8308
☎ 286-3155

☎ 289-2930
☎ 286-3170
☎ 286-3223
☎ 273-8820
☎ 286-3111
☎ 286-6665
☎ 286-3210
☎ 286-3312
☎ 286-3351

益城町役場　 　　 　 　 　 　 　

１
階

２
階

３
階

☎ 287-8411
☎ 234-6123
☎ 284-1711
☎ 234-6124
☎ 286-4193
☎ 286-8535
☎ 286-1511
☎ 289-2433
☎ 286-6880
☎ 286-1131
☎ 286-4190
☎ 286-0877
☎ 286-2119
☎ 214-5566

☎ 286-3111( 代表 )住 宮園 702

今 月の表紙

　飯田山登山道（歩道）の駐車場のそば
にある新屋敷第 1 堤。赤や黄色に色
付き始めた木々と、秋空が水面に映る
美しい景色を写真に収めました。

（11 月 22 日撮影）

下段写真左から／
レッグプレスで下
半身を強化／腹筋
に効いていること
を 意 識 し な が ら
キープ／大塚さん
の 健 康 ポ イ ン ト
カードには運動習
慣の証がいっぱい

大
おお

塚
つか

益
ます

雄
お

さん

（広崎2町内）

vol.29

91
歳  

鍛
え
て
伸
ば
す
健
康
寿
命

人 びとの動き
人　口 33,986 人 （＋ 30 人）

男
女

16,421
17,565

人
人

（＋
（＋

12
18

人）
人）

世帯数 14,381 世帯 （＋ 21 世帯）

10 月中の
出生 /
死亡 /

28
43

人
人

転入 /
転出 /

107
62

人
人

令和 5 年 10 月末現在。(　) 内は前月比。

動
か
す
大
塚
さ
ん
。
背
筋
も
ピ
ン

と
伸
び
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ

ん
。「
周
り
か
ら
姿
勢
が
い
い
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
妻
に
は
、

い
っ
と
き
も
じ
っ
と
し
と
ら
ん
！

と
言
わ
れ
ま
す
」と
笑
い
ま
す
。

　

大
塚
さ
ん
は
体
だ
け
で
な
く
、

頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
欠
か
し
ま

せ
ん
。
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
切

り
抜
い
て
保
存
し
、
一
度
解
い
た

も
の
も
時
間
を
お
い
て
再
度
挑
戦
。

「
読
書
や
、
ス
マ
ホ
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
使
っ
た
孫
と
の
や
り
取
り
も
、

頭
を
使
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

毎
年
、
広
安
西
小
の
平
和
学
習

に
参
加
す
る
他
、
広
崎
2
町
内
の

区
長
を
長
年
務
め
る
な
ど
、
地
域

の
活
動
に
も
積
極
的
な
大
塚
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、

「
周
り
に
迷
惑
を
掛
け
ず
、
自
分

の
力
で
生
活
で
き
る
時
間
を
で
き

る
だ
け
長
く
す
る
こ
と
」と
言
い
、

バ
ン
ダ
ナ
を
き
ゅ
っ
と
巻
い
て
、

軽
快
な
足
取
り
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

町
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
最
年
長
利
用
者
・
大
塚

益
雄
さ
ん
91
歳
。
17
年
に
わ
た
り

週
2
回
こ
こ
に
通
い
、
体
を
鍛
え

て
い
ま
す
。
頭
に
バ
ン
ダ
ナ
を
巻

く
の
が
、
お
決
ま
り
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
「
い
ろ
ん
な
マ
シ
ン
が
あ
り
、

高
齢
者
も
自
分
に
合
っ
た
運
動
で
、

全
身
の
筋
肉
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

1
㌔
歩
い
て
体
を
温
め
た
後
、

脚
、
腹
筋
、
背
筋
、
胸
、
体
幹
と
、

1
時
間
集
中
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

大
事
な
の
は
競
争
心
を
持
た
ず
自

分
の
ペ
ー
ス
で
、
使
っ
て
い
る
筋

肉
を
意
識
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

や
ろ
う
と
構
え
ず
、
普
段
通
り
に

や
る
こ
と
が
長
続
き
の
秘ひ

訣け
つ

だ
と

言
い
ま
す
。

　

週
２
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
、

地
域
で「
ま
し
き
元
気
教
室
」を
立

ち
上
げ
、
月
3
回
、
皆
さ
ん
と
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
自

宅
で
も
草
取
り
や
剪せ

ん

定て
い

を
し
た
り
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
を
し
た
り
と
、
と
に
か
く
体
を

家
で
も
外
で
も

と
に
か
く
体
を
動
か
し
て

で
き
る
だ
け
長
く

自
分
の
力
で
生
活
を

益城のがまだしもん！

どすこい！　大相撲

わがまち散歩「福田編」

ましきインフォメーション
【農業経営者の皆さんへ】益城町地域計画に関するア
ンケートにご協力を / 農振除外などの申請の受け付
け停止 / 熊本都市計画用途地域・特別用途地区変更

（案）縦覧と意見書の受け付け / 環境衛生係からのお
知らせ（野外焼却・クリーンセンター営業日）/【第
3 回益城公認ロードレース大会】交通規制にご協力く
ださい / 12 月 23 日はバス・電車・コミュニティ交
通無料の日 / 冬本番！　水道管の凍結防止 / 国民健
康保険税納付確認書の随時交付 / 事業用償却資産の
所有者は申告が必要です / 土地利用方法の変更は固
定資産税係に連絡を

今日から始める介護予防

まちなか Pick UP!
非常食で作る栄養満点おにぎり / いろいろな防災を
体験して学ぶ / 寄付で町を応援　今後は本社移転も
/ どうして選挙に行かなきゃ駄目なの？ / すてきな
作品の寄贈に改めて感謝 / 事故への追悼と教訓を胸
に / 町特産品の全国販売に貢献 / 百歳おめでとうご
ざいます

こころにカルチャー

安全×安心

人権～みんなが幸せになるために～／クロー
バーましきニュース

みんなのひろば

くらしの情報
お知らせ▶令和 6 年度　町体育施設大会等優先予約
開始 / ペットを飼う前に考えること / 要注意！　副
業ビジネス / 12 月 1 日は「世界エイズデー」/ 相談
▶年末年始　労働・困りごと LINE 相談会 / 募集▶女
性のためのヘルスアップセミナー参加者募集 / 春休
み海外研修交流事業参加者募集 / チャレンジショッ
プ「キニナル」出店者募集 / ミナテラスからのお知ら
せ / 講座▶まちサポ主催 参加無料の体験会と講座 / 
Excel 応用講座 / 障がい者対象の職業訓練 / みんな
の掲示板 / 令和 5 年度益城町文化財企画展　美文字
が光るとき

町長のちょっと一言／善意の灯／乳幼児健診／
ふるさと納税／編集後記

中学校日記／町に虹色の輝きを／まち全体が学
びの場
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どすこ
い！

大相撲
　11 月 12 日から 26 日にかけて行われた大相撲九州場所。
本町では先日、大相撲の力士を招いてこども相撲教室が開
催されました。今回は、教室の様子と参加した木瀬部屋の
力士、そして益城町の相撲の歴史を特集でお届けします。

　
11
月
3
日
、「
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
周
辺
こ
ど
も
相
撲
教
室
」が
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

年
中
か
ら
小
学
6
年
生
を
対
象

と
し
た
こ
の
教
室
は
、
空
港
周
辺
4

カ
町
村（
益
城
町
・
大
津
町
・
菊
陽

町
・
西
原
村
）と
各
町
村
教
育
委
員

会
の
共
催
。
強
い
希
望
に
よ
り
オ
ー

プ
ン
参
加
を
認
め
た
中
学
生
を
含

め
、
各
町
村
か
ら
約
90
人
の
参
加

者
が
集
い
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
指
導
者
と
し
て
木

瀬
部
屋
の
力
士
4
人
が
参
加
。
四

股
や
、
す
り
足
な
ど
を
指
導
し
ま

し
た
。
床
山
に
よ
る
力
士
の
髪
結

い
が
披
露
さ
れ
た
後
に
行
わ
れ
た
、

子
ど
も
た
ち
の
勝
ち
抜
き
相
撲
で

は
、
力
士
た
ち
が
見
守
る
中
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
室
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
力

士
と
子
ど
も
た
ち
の
か
か
り
稽
古
。

果
敢
に
挑
む
子
ど
も
た
ち
を
力
士

が
軽
々
と
持
ち
上
げ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
が
協
力
し
て
力
士
に
勝
利
し

た
り
と
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

【写真ピックアップ】
1  7  宇

う

良
ら

関とのかかり稽古。

みんなで協力して押し出し！
2  肥

ひ

後
ご

ノ
の

丸
まる

さんと見合って～
3  肥

ひ

後
ご

ノ
の

海
うみ

さんに小学生 5 人

が挑む
4  力士たちも思わず感嘆の声

を上げた女子選手の立ち合い
5  中学生を軽々と持ち上げる

金
きん

峰
ぼう

山
ざん

関
6  すり足を指導する宇良関

12

3

4

56

人
気
力
士
が
指
導

こ
ど
も
相
撲
教
室

7
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日
本
の
伝
統
的
な
武
道
・
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
相
撲
。
そ
の
歴
史
は
非
常

に
古
く
、
全
国
各
地
の
神
事
や
祭
事

な
ど
で
行
わ
れ
た
他
、（
公
財
）日
本

相
撲
協
会
が
主
催
す
る
大
相
撲
に
よ

り
、国
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昭
和
46
年
の
熊
本
空
港

の
開
港
を
機
に
、
周
辺
4
カ
町
村
の

親
睦
を
深
め
る
相
撲
大
会
の
場
と
し

て
、
高
遊
原
相
撲
場
を
整
備
。
昭
和

50
年
頃
、
町
相
撲
連
盟
が
発
足
し
、

4
カ
町
村
共
催
の
高
遊
原
相
撲
大
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
紙
第
13
号
＝

昭
和
52（
１
９
７
７
）年
11
月
1
日
発

行
＝
で
は
、第
3
回
高
遊
原
相
撲
大

会
に
１
３
６
人
が
参
加
し
、
益
城
町

が
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
教
室
の
会
場
と

な
っ
た
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
の

完
成
は
、
本
紙
第
2
号
＝
昭
和
51

（
１
９
７
６
）年
6
月
20
日
発
行
＝
で

取
り
上
げ
て
お
り
、
土
俵
開
き
の
式

典
と
小
・
中
学
生
に
よ
る
大
会
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
高
遊
原
相
撲
大
会
は
、
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
に
場
所
を
移

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和

元（
２
０
１
９
）年
の
第
41
回
大
会
を

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
開
催

が
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
を
目
指

し
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
試
み
と
し

て
力
士
と
共
に
相
撲
を
楽
し
む
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

抽選でサイン
色紙プレゼント！
　読者の中から 2 人に宇良関と金峰山関のサイン

色紙をプレゼントします。ぜひご応募ください。

応募期限　令和 5 年 12 月 25 日（月）必着

応募方法　�はがきに氏名、住所、電話番号、広報

紙への意見・感想、「力士のサイン色

紙希望」と記入し郵送するか、申し込

みフォームで応募してください。

▶応募は 1 世帯 1 枚までとします。

▶�力士のサインは選べません。応募多数の場合は

抽選とし、当選者発表は色紙の発送もってかえ

させていただきます。

問い合わせ・応募先　〒 861-2295（住所記載不要）

益城町役場企画財政課広報係　☎ 286-3223

町
と
相
撲
の
歴
史

上／本紙第 2 号の記事
中／本紙第 13 号の記事
下／肥後ノ海さんと肥後ノ
丸さんも高遊原相撲大会出
場者。肥後ノ海さんは、第
34 回大会小学 4 年以下の
部優勝！

　何も道具を持たず、体一つでぶつかり合う
競技はなかなかないので、子どもたちにとっ
てよい体験になるのではと思い、空港周辺４
カ町村共催の教室というかたちでの開催を町
に提案しました。開催に当たり、木瀬師匠に
は「子どもたちの心の復興に役立つのであれ
ば」と木瀬部屋力士の教室への参加を快諾い
ただき、今回の教室が実現しました。
　これからも相撲に関心を持ってもらう場と
して４カ町村共催の教室を続けるとともに、
町連盟主催で競技として相撲をしている小・
中学生を集めた県大会や九州大会を開催でき
ればと考えています。

町
相
撲
連
盟　

第
５
代
会
長

丸ま
る

山や
ま

高た
か

幸ゆ
き

さ
ん（
北
向
）

Interview

（
写
真
右
か
ら
　
敬
称
略
・
番
付
は
10
月
30
日
現
在
）

 

西
前
頭
七
枚
目 

金
峰
山 

晴
樹

（
き
ん
ぼ
う
ざ
ん
／
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
出
身
）

西
三
段
目
三
十
七
枚
目

肥
後
ノ
丸

（
ひ
ご
の
ま
る
／
熊
本
市
東
区
出
身
）　

西
序
二
段
四
十
五
枚
目

肥
後
ノ
海

（
ひ
ご
の
う
み
／
熊
本
市
東
区
出
身
）

西
前
頭
筆
頭

宇
良 

和
輝

（
う
ら
／
大
阪
府
寝
屋
川
市
出
身
）

木
瀬
部
屋

ー
来
場
力
士
の
紹
介
ー

井筒光彦（いづつ）親方
（元前頭十二枚目・明瀬山）

床
山
の「
床と

こ

熊く
ま

さ
ん
」に
よ
る

大
銀
杏
の
髪
結
い

髪
の
毛
を
前
掻
き
で
丁

寧
に
ほ
ぐ
す
。

す
き
油
を
、
揃
え
櫛
で

な
じ
ま
せ
る
。

束
ね
た
髪
を
頭
部
に
折

り
曲
げ
て
元
結
で
し
っ

か
り
と
結
ぶ
。

完成！

　

床
山
と
は
、
力
士
の
ま
げ
を
結
う

職
人
の
こ
と
で
す
。
ま
げ
は
大
き
く

分
け
て
ち
ょ
ん
ま
げ
と
大
銀
杏
の

二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
大
銀
杏
は

原
則
と
し
て
関
取
の
力

士
が
本
場
所
や
公
式
の

行
事
に
し
か
結
わ
な
い

特
別
な
髪
形
で
す
。
今

回
、
床
山
の
床
熊
さ
ん

に
よ
る
、
と
て
も
貴
重

な
大
銀
杏
の
髪
結
い
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

木
瀬
部
屋
の
力
士
を

紹
介
し
ま
す
！

【ちょんまげ】

【大銀杏】

木瀬部屋力士の一日

宇
良
関
の
ま
げ
を
結
う
床
熊
さ
ん

木
村
瀬
平（
き
せ
）師
匠（
元
前
頭
筆
頭
・
肥
後
ノ
海
）

の
下
、
22
人
の
力
士
が
在
籍
し
て
い
る
。

三 二 一

  6:00…起　床
  7:00…稽　古

11:00…昼ちゃんこ

12:30…昼寝・自由時間
16:00…掃除・ちゃんこ準備
18:00…夜ちゃんこ
19:30…自由時間
23:00…消灯

金峰山関と肥後ノ丸さんによる
突っ張りの稽古

木
瀬
部
屋
の
ち
ゃ
ん

こ
。
作
り
方
は
感
覚

に
任
せ
豪
快
に
！
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　一
年
が
過
ぎ
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間
。
先
頃
ま
で
汗
ば
ん
だ
日
が
あ

っ
た
か
と
思
え
ば
た
ち
ま
ち
冷
え
込
み
、
す
で
に
師
走
の
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

　さ
て
今
年
最
後
の
わ
が
ま
ち
散
歩
は
、
福
田
校
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

岳
信
仰
が
厚
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
古こ

刹さ
つ

が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
ま
す
。
紫
雲

山
明
覚
寺
も
そ
の
一
つ
。
農
耕
の
合
間

に
こ
こ
で
祈
り
を
捧
げ
た
り
、
女
人
禁

制
の
山
に
入
れ
な
か
っ
た
女
性
た
ち
が

信
仰
の
場
と
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
」と

生
涯
学
習
課
の
堤つ

つ
み

英え
い

介す
け

さ
ん
が
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
同
寺
近
く
、
南
集
落
の
西
端
の

一
角
に「
正し

ょ
う

一い
ち

位い

稲い
な

荷り

大だ
い

明み
ょ
う

神じ
ん

」(
南
の

お
稲
荷
さ
ん
)
が
あ
り
ま
す
。
お
堂
の

寄
進
札
に
は
、
昭
和
47
年
の
鳥
居
建
立

に
寄
進
し
た
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
全
て
女
性
の
名
前
で
す
。
堤

さ
ん
に
よ
る
と「
当
時
の
60
歳
以
上
の

女
性
た
ち
の
み
が
信
仰
者
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
以
前
は
旧
暦
の
11
月
8

日
に
女
性
信
仰
者
数
名
が
堂
内
で
夜
通

し『
お
こ
も
り
』を
し
て
祈
願
し
て
い

た
よ
う
で
す
」と
の
こ
と
。
お
稲
荷
さ

ん
は
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

、
家
内
安
全
な
ど
生
活

に
ご
利
益
の
あ
る
神
様
で
す
。
家
を
守

る
女
性
だ
か
ら
こ
そ
の
祈
り
や
願
い

が
、
こ
う
し
た
信
仰
と
風
習
を
つ
く
り

あ
げ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
2
つ
の
神
聖
な
場
所
は
、
毎
月

1
日
と
15
日
に
集
落
の
人
た
ち
に
よ
る

清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　昔
な
が
ら
の
家
並
み
が
続
く
福
田
校

区
で
す
が
、
一
方
で
若
い
世
代
の
モ
ダ

ン
な
住
宅
も
増
え
て
い
ま
す
。
赤
井
川

を
見
下
ろ
す
福
原
集
落
に
暮
ら
す
荒あ

ら

川か
わ

忠た
だ

一か
ず

さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
何
や
ら
、

庭
の
植
木
の
水
や
り
に
忙
し
そ
う
で

す
。
大
き
な
枝
葉
を
広
げ
た
ギ
ン
モ
ク

セ
イ
の
下
に
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

盆
栽
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
地
震
で
多
く
の
盆
栽
を
失
い
ま
し

た
が
、
再
び
育
て
始
め
て
今
は
2
0
0

鉢
以
上
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
ね
」と
言

う
荒
川
さ
ん
が
盆
栽
を
始
め
た
の
は
40

年
前
の
こ
と
。「
若
い
頃
は『
盆
栽
は
お

っ
さ
ん
く
さ
い
趣
味
』と
鼻
で
笑
っ
て

ま
し
た
が
、
当
時
の
会
社
の
先
輩
か
ら

『
盆
栽
の
木
が
大
き
く
な
る
の
に
何
年

か
か
る
と
思
う
? 

10
年
で
せ
い
ぜ
い

人
さ
し
指
ほ
ど
』と
教
え
ら
れ
て
心
が

動
い
た
ん
で
す
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　「
夏
場
は
1
日
2
回
の
水
や
り
が
必

要
で
、
旅
行
に
も
行
か
れ
ん
で
す
た
い
」

と
笑
う
荒
川
さ
ん
で
す
が
、
手
塩
に
か

け
て
育
て
る
盆
栽
群
の
小
さ
な
成
長
が

何
よ
り
の
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。

　福
原
集
落
か
ら
布
田
川
断
層
帯
が
あ

る
谷た

に

川ご
う

集
落
へ
と
足
を
進
め
ま
し
た
。

現
在
、
高
台
の
場
所
に
展
望
広
場
が
整

備
中
で
す
。
去
る
11
月
18
日
に
は
植
樹

祭
が
行
わ
れ
、
町
民
の
憩
い
の
場
の
完

成
が
待
た
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望

は
圧
巻
で
、
晴
れ
た
日
は
遠
く
島
原
の

普
賢
岳
を
望
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　広
場
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
仏
像
が

「
谷
川
の
放ほ

う

牛ぎ
ゅ
う

地
蔵
」。
仏
像
に
込
め
ら

れ
た
物
語
は
、
5
代
藩
主
・
細ほ

そ

川か
わ

綱つ
な

利と
し

　冬
の
外
気
に
さ
ら
さ
れ
て
も
、
真
昼

の
日
差
し
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
る
と
、

心
も
足
ど
り
も
軽
や
か
に
な
り
ま
す
。

県
道
熊
本
高
森
線
か
ら
九
州
産
交
バ
ス

木
山
営
業
所
へ
と
南
下
し
、
さ
ら
に
進

み
秋
津
川
を
越
え
る
と
福
田
校
区
で
す
。

　小
柳
橋
の
た
も
と
に「
シ
ョ
ッ
プ
・
ト

ヨ
タ
」が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
の
益
城
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
す
が
、
以
前
は
文
房
具
店
で
し
た
。

「
23
年
ほ
ど
文
房
具
店
を
営
み
ま
し
た
」

と
話
す
店
主
の
豊と

よ

田た

絹き
ぬ

子こ

さ
ん
は
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
の
指
導
員
で

も
あ
り
ま
す
。「
2
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ

て
歩
く
4
足
歩
行
の
魅
力
は
、
膝
や
腰

へ
の
負
担
が
軽
減
す
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
豊
田
さ
ん
は
言
っ
て
、「
今
も
こ
う
し

て
こ
の
場
所
を
開
放
し
て
い
る
と『
お

ば
ち
ゃ
ん
元
気
?
』と
、
す
っ
か
り
大
人

に
な
っ
た
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
」と
う
れ
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

の
時
代
の
こ
と
。
鍛
冶
屋
町
で
鍛
冶
屋

を
営
ん
で
い
た
親
子
が
い
ま
し
た
が
父

親
は
、
不
徳
で
武
士
を
怒
ら
せ
斬
り
殺

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
息
子
は
そ
の
非

業
の
死
を
悲
し
み
仏
門
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
僧
の
放
牛
で
す
。放
牛
は
長
年
の

修
行
を
終
え
10
年
の
月
日
を
か
け
て
、父

親
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
た
め
に
県
内
各
所
に

1
0
7
体
の
石
仏
を
建
立
し
て
回
り
ま

し
た
。
そ
の
最
後
の
も
の
が
、谷
川
集
落

に
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　孝
行
息
子
の
父
親
へ
の
深
い
愛
が
込

め
ら
れ
た
石
仏
に
、
手
を
合
わ
せ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　豊
田
さ
ん
の
店
の
前
を
走
る
の
が
県

道
57
号
(
益
城
矢
部
線
︶。
古
く
は
町
と

矢
部
方
面
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
で
、
近

く
に
木
山
城
や
赤
井
城
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
こ
の
路
線
の
重
要
さ
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
福
田

校
区
に
は
、
貴
重
な
史
跡
が
数
々
残
っ

て
い
ま
す
。

　赤
井
川
に
架
か
る
福
原
橋
を
渡
っ
た

南
集
落
に「
紫し

雲う
ん

山ざ
ん

明め
い

覚か
く

寺じ

」(
南
の
観

音
さ
ん
︶が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
修
験

僧
の
修
行
や
布
教
の
寺
院
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
福
田
校
区
に
は
山 小柳橋のたもとにある「ショップ・ト

ヨタ」。地域の多くの子どもたちに親
しまれた文房具店でした

ノルディック・ウォークの
指導員をしている豊田さん

荒川さんの庭に佇む、大きなギンモクセイに守られる
ように盆栽が育っています

「ハイボールと刺身での晩
酌が楽しみですたい」と笑
う気さくな荒川さん

荒川さんが大事にして
いる「美男カズラ」。この
季節、赤い実をつけます

赤
井
川
に
架
か
る
福
原
橋
か

ら
、
の
ど
か
な
風
景
が
広
が

り
ま
す

「南のお稲荷さん」のお堂や境内
は、南集落の人たちにより美し
く掃き清められています

上／来年の完成が待たれる展望広場。ウォー
キングやピクニックで訪れたいものです
左／谷川集落の高台にある「谷川の放牛地
蔵」。親子の普遍的な愛を伝える石仏です

女
性
の
信
仰
者
た
ち
の
名

前
が
並
ぶ
、「
正
一
位
稲
荷

大
明
神
」(

南
の
お
稲
荷
さ

ん)

の
寄
進
札

懐
か
し
い

文
房
具
店
の
今

石
仏
に
込
め
ら
れ
た

孝
行
息
子
の
父
へ
の
思
い

大
き
な
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
に

守
ら
れ
る
盆
栽
群

女
性
た
ち
の
厚
い
信
仰

「
南
の
お
稲
荷
さ
ん
」

南
集
落
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る「
紫
雲
山

明
覚
寺
」。
通
称「
南
の
観
音
さ
ん
」で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す

福
ふ く

田
だ

 編
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　畑
中
集
落
で
は
今
年
5
月
に「
畑
中

あ
つ
ま
ろ
う
会
」と
い
う
サ
ロ
ン
が
発

足
し
ま
し
た
。
会
で
民
謡
舞
踊
を
教
え

て
い
る
の
が
畑
中
集
落
に
住
む
清し

水み
ず

か

つ
み
さ
ん
で
す
。

　着
物
姿
が
艶
や
か
な
清
水
さ
ん
は
、熊

本
民
謡
会
に
所
属
す
る
講
師
で
も
あ
り

ま
す
。「
民
謡
の
世
界
は
奥
が
深
い
で
す

ね
。『
お
て
も
や
ん
』を
深
く
学
ぶ
に
当

た
り
、作
者
の
永な

が

田た

稲い
ね

さ
ん
の
お
墓
に
お

参
り
に
も
行
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　畑
中
集
落
で
生
ま
れ
育
っ
た
清
水
さ

ん
は
結
婚
後
、
熊
本
市
内
で
暮
ら
し
ま

し
た
。
し
か
し
熊
本
地
震
後
、
住
み
手

が
い
な
く
な
っ
た
実
家
が
荒
れ
果
て
る

こ
と
を
危
惧
し
、
理
解
あ
る
夫
の
幸ゆ

き

徳の
り

さ
ん
と
古
里
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
地
域
の
皆
さ
ん
が『
よ
ぅ
帰
っ
て
き

た
ね
』と
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
古
里
に
恩
返
し
が
し
た

い
と
、サ
ロ
ン
で
思
い
入
れ
の
あ
る『
お

て
も
や
ん
』踊
り
を
お
教
え
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。
振
り
付

け
は
、
誰
も
が
無
理
な
く
踊
れ
る
よ
う

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
そ
う
で
す
。「
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
、
そ
れ
が
何
よ

り
う
れ
し
く
て
」と
清
水
さ
ん
は
優
し

い
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

　福
田
郵
便
局
近
く
に
工
房
を
構
え

る
、
矢や

嶋じ
ま

正ま
さ

興お
き

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

矢
嶋
さ
ん
の
趣
味
は
木
彫
り
の
仏
像
や

置
物
の
製
作
で
、
そ
れ
も
か
な
り
の
腕

前
と
聞
き
ま
す
。

　そ
も
そ
も
、
矢
嶋
さ
ん
が
仏
像
に
関

わ
り
を
持
っ
た
の
は
32
年
ほ
ど
前
の
こ

と
。
終
戦
か
ら
50
年
目
の
折
、
町
の
戦

没
者
遺
族
会
で
仏
像
建
立
の
要
望
が
上

が
り
ま
し
た
。
会
の
意
見
を
ま
と
め
た

矢
嶋
さ
ん
も
ま
た
、
1
歳
の
頃
に
父
親

を
戦
争
で
な
く
し
ま
し
た
。

　製
作
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
矢
嶋
さ

ん
は
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、時
間
が
あ

れ
ば
京
都
ま
で
赴
き
各
寺
を
回
り
、仏
像

と
宗
派
に
つ
い
て
の
勉
強
を
3
年
ほ
ど

重
ね
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
熊
本
市
の

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
木
工
教
室
に

通
い
仏
像
彫
り
の
技
術
を
体
得
。
材
料

と
な
る
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
を
御
船
町
の

寺
か
ら
譲
り
受
け
て
、
要
望
か
ら
5
年

近
く
を
か
け
て
仏
像
が
完
成
し
ま
し
た
。

　開
眼
法
要
を
終
え
た
仏
像
に
、
遺
族

会
の
ご
婦
人
た
ち
の
願
文
が
収
め
ら
れ

ま
し
た
。「
人
様
の
お
世
話
に
な
ら
ず
に

天
国
に
い
け
ま
す
よ
う
に
」、「
安
ら
か

な
最
期
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」と

い
っ
た
願
い
事
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
ら
の
願
文
か
ら
、
若
く
し
て
夫
を

亡
く
し
苦
労
を
重
ね
た
妻
た
ち
の
、
戦

後
か
ら
の
長
か
っ
た
道
の
り
が
し
み
じ

み
と
伝
わ
り
ま
し
た
」と
矢
嶋
さ
ん
は

当
時
の
人
た
ち
ヘ
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

　多
く
の
願
い
を
背
負
っ
た
仏
像
は
今
、

末
永
く
あ
が
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
矢
嶋

家
の
仏
壇
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　「
旅
の
途
中
に
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
て

く
れ
て
感
激
し
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た

や
っ
て
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」と
粟
津
さ
ん
。
近
年
は
バ
タ
フ
ラ

イ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
注
目
さ
れ
て
お
り
、

粟
津
さ
ん
の
よ
う
な
活
動
が
広
が
れ
ば

町
の
至
る
と
こ
ろ
が
、
”旅

す
る
蝶
の
停

車
場
“に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　皆
乗
寺
の
山
門
近
く
で
安や

す

尾お

澄す
み

子こ

さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
書
家
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
安
尾
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

数
々
の
賞
を
受
賞
。
32
年
前
に
立
ち
上

げ
た「
益
城
清
風
会
」で
は
、
県
内
は
も

と
よ
り
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
多
く
の
弟
子
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　安
尾
さ
ん
の
近
年
の
作
品
に
、
墨
と

金
墨
で
描
い
た「
静
寂
」と
い
う
書
が

あ
り
ま
す
。
躍
動
す
る
文
字
は
生
き
物

が
動
き
出
す
よ
う
で
、
思
わ
ず
息
を
の

み
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
書
道
に
親
し
ん

で
き
た
と
い
う
安
尾
さ
ん
は
、「
市
内

の
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
は
、

い
つ
も
一
等
賞
で
し
た
」と
思
い
出
を

ひ
も
と
き
ま
す
。

　13
年
前
に
74
歳
で
亡
く
な
っ
た
夫
の

幸ゆ
き

敏と
し

さ
ん
と
は
文
集
を
通
じ
て
知
り
合

い
、
文
通
で
の
交
際
を
温
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
少
し
ず
つ
思
い
を
寄
せ
合
う

2
人
を
よ
そ
に
、
安
尾
さ
ん
の
手
紙
の

文
字
を
気
に
入
っ
た
の
が
幸
敏
さ
ん
の

　畑
中
集
落
を
歩
い
て
い
る
と
、
以
前
、

わ
が
ま
ち
散
歩
で
お
邪
魔
し
た
皆か

い

乗じ
ょ
う

寺じ

住
職
の
粟あ

わ

津づ

信し
ん

也や

さ
ん
に
再
会
。「
今

春
、
境
内
の
駐
車
場
に
フ
ジ
バ
カ
マ
の

花
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

が
や
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
」と
粟
津
さ

ん
は
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
長
い
距
離
を
上
昇

気
流
に
乗
っ
て
移
動
す
る
大
型
の
チ
ョ

ウ
。
日
本
列
島
を
縦
断
し
、
台
湾
や
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
飛
来
す
る
も
の
も
お

り
、「
旅
す
る
蝶
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

フ
ジ
バ
カ
マ
の
花
の
蜜
を
好
む
の
は
、

蜜
に
敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
、
長
い

距
離
を
飛
来
で
き
る
生
態
は
未
だ
解
明

父
親
。「
こ
が
ん
美
し
か
文
字
ば
書
け

る
娘
さ
ん
は
た
だ
も
ん
じ
ゃ
な
か
」と

安
尾
さ
ん
の
顔
も
見
ず
し
て
、
息
子
の

縁
談
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

　結
婚
50
周
年
の
記
念
に
と
娘
さ
ん
の

提
案
で
、
安
尾
さ
ん
夫
婦
は
再
び
手
紙

を
交
換
し
ま
し
た
。

　「
文
集
が
縁
で
あ
な
た
と
の
す
て
き

な
出
会
い
が
あ
り
、
今
が
あ
る
と
感
謝

し
て
い
ま
す
」

　そ
う
書
か
れ
た
幸
敏
さ
ん
の
手
紙
の

冒
頭
に
胸
を
打
た
れ
ま
す
。

　安
尾
さ
ん
も
ま
た
、
最
後
の
一
行
を

こ
う
結
ん
で
い
ま
す
。

　「
こ
の
手
紙
は
、
私
が
あ
な
た
に
贈

る
感
謝
状
で
す
」

　出
会
い
か
ら
50
年
の
月
日
を
経
て
あ

ら
た
め
て
交
わ
し
た
2
人
の
恋
文
は
、

安
尾
さ
ん
の
大
切
な
大
切
な
宝
物
で
す
。

　散
歩
の
途
中
で
道
を
尋
ね
る

と
、
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
ご
夫

婦
に
出
会
い
ま
し
た
。「
気
を
つ

け
て
行
き
な
は
ん
ま
っ
せ
」と
か

け
て
も
ら
っ
た
言
葉
が
胸
に
温
か

く
て
。
福
田
校
区
に
は
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
の
温
か
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

「
旅
す
る
蝶
」
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

が
立
ち
寄
っ
た
理
由
が
分
か
る
気

が
し
ま
す
。

散歩の終わりに散歩の終わりに散歩の終わりに
282828

575757

443443443443443443443

ショップ・トヨタショップ・トヨタ

皆乗寺皆乗寺

展望公園展望公園

谷
川
放
牛
地
蔵

谷
川
放
牛
地
蔵

〒

布
田
川
断
層
帯

町
総
合
体
育
館

秋津川秋津川秋津川

赤井川赤井川赤井川

木山川木山川木山川

寺迫
交差点 木山城跡

九州産交バス
木山営業所

至御船町

木山中木山中
小柳橋

赤
井
城
跡

赤
井
城
跡

福原橋福原橋

正一位
稲荷大明神 紫雲山

明覚寺

アサギマダラの飛来を
喜ぶ粟津さん

書家として広く知られる安
尾さん。軽快なおしゃべり
で楽しい時間が過ぎました

皆乗寺の駐車場に植えたフジバカ
マの蜜を求めて飛来した、アサギ
マダラ（写真は粟津さん提供）

夫
婦
で
仲
良
く
出
迎
え
て
く
れ
た
矢
嶋
さ
ん

と
妻
の
淺あ

さ

江え

さ
ん

「
お
て
も
や
ん
」
の
振
り
付
け
の
ボ
ー
ズ
で
パ
チ
リ
。
清
水
さ
ん
は

気
さ
く
に
応
え
て
く
れ
ま
し
た

民
謡
舞
踊
で

地
域
に
尽
力

仏
像
に
込
め
ら
れ
た

思
い

書
と
歩
い
た
人
生

「
旅
す
る
蝶
」が
飛
来

工房で左之目神社の締め
縄を作る矢嶋さんは、祖
父の時代から神社の世話
をしているそうです

安
尾
さ
ん
と
亡
き
夫
の
幸
敏
さ
ん
の
結
婚
写
真
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た

墨と金墨で書かれた「静寂」という見事な作品

安尾さん夫婦が結婚50年
目に交わし合った手紙

戦
没
者
遺
族
会
の
た
め
に
矢
嶋
さ
ん
が
手
掛
け
た
仏
像
。

素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
に
感
動
し
ま
す

福田 編
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【第３回益城公認ロードレース大会】　交通規制にご協力ください
　大会当日は、コースで使用する道路の

交通規制を行います。特に県道 28 号線

は渋滞が予想されますので、う回にご協

力ください。

　沿道にお住まいの皆さんをはじめ、各

事業所などの関係者の皆さんには大変ご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力

の上、ランナーへの熱い声援をお願いし

ます。

　詳細については、大会ホームページを

ご確認ください。

※�大会当日、交流情報センターミナテラ

スは休館となります。

大会開催日時
　12 月 23 日（土）

　午前 9 時開会 問 益城公認ロードレース大会事務局　☎ 287 - 4330　FAX 286 - 4523

　ゴミステーションでの回収はありませんが、次の日時は

クリーンセンターに持ち込むことができます。

・16 日（土）、23 日（土）、24 日（日）　午前 9 時～午後 4 時

・30 日（土）　午前 9 時～ 11 時

※年始は、1 月 4 日（木）から業務を開始します。
問 住民課 環境衛生係　☎ 289 - 8077

環境衛生係からのお知らせ（野外焼却・クリーンセンター営業日）

　自分の敷地であっても、枝葉や生活ごみを

野外で焼却することは、一部の例外を除いて

禁じられています。

　罰則規定もありますので、絶対に野外焼却

を行わないでください。

野外焼却は禁止されています 益城クリーンセンター　12 月の営業日

　9 月 21 日～ 24 日に「熊本都市計画用途地域及び特別

用途地区の変更に係る住民説明会」を開催し、県と都市

計画法に基づく事前協議が終了したため、都市計画法

第 17 条 第 1 項の規定などにより都市計画案を公告し、

右の通り縦覧を行います。

　都市計画案について意見がある人は、意見書を提出

できます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

縦覧と意見書の受け付け

期間　12 月 5 日（火）～ 18 日（月）の平日

　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

場所　都市計画課 都市計画係（役場2階4番窓口）

資料　計画書、理由書、総括図、計画図
問 都市計画課 都市計画係　☎ 286 ‐ 3340

縦覧について

熊本都市計画用途地域・特別用途地区変更（案） 益城町地域計画に関するアンケートにご協力を

地域計画とは

　地域が一体となって取り組んでいくことや、

誰がどこの農地を利用していくのかなど、地域

農業のおおむね 10 年後のあり方を、地域の皆

さんの話し合いの結果に基づいて町が策定す

るものです。

　将来の農地の利用を考えた「目標地図」も同

時に作成します。

　農地・農業に関する今後の意向調査のため、11 月から

順次、農地を所有している人や耕作している人へアンケー

ト用紙を送付しています。

　アンケートに回答してもらうことは、地域農業の将来像

を考える上で大変重要ですので、回答にご協力ください。

農業経営者の皆さんへ

計画策定の流れ

　町はおおむね次の流れで、計画策定を進めま

す。

①�今回のアンケート結果を取りまとめた上で

地域計画素案を作成する

②�素案を示しながら地域の皆さんで話し合う

場を設ける

③話し合いの結果を計画に反映させ、公表する

問 産業振興課 農政係・農業委員会事務局

　 ☎ 286 - 3277

農振除外などの申請の受け付け停止

受け付け停止期間

令和 6 年 4 月 1 日～

令和 7 年 2 月末（予定）

　本町では、令和 5 年度から令和 7 年度にかけて、益城農

業振興地域整備計画の全体的な見直し作業を行っています。

　作業期間中は、計画の変更について県などの関係機関と協

議や意見聴取などを行うため、農業振興地域整備計画の変更

申請（除外・編入・用途変更）の受付を右記期間停止します。

農振除外などを検討している人はご注意ください。

　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 問 産業振興課 農林整備係　☎ 286 - 3277

　対象者には、緑色の

封筒でアンケートを送

付しています。

　同封している白色の

返信用封筒に入れて、

返信してください。

あの辺は外から

担い手を探す

エリアにして

みようか？

農地を交換して

みようか？ あそこの農地

も借りたい！

目標地図の素案 完成した目標地図

▶
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冬本番！　水道管の凍結防止

凍結したときは

　自然に解けるのを待つか、ぬるま湯をかけ

ましょう。

　熱湯をかけると、急激

な温度差で水道管が破裂

する恐れがあります。

破損したときは

　水道工事店に連絡してください。

町ホームページに益城町水道給水

装置工事指定工事店一覧を掲載し

ています。

　メーターボックスの中に古タオル

などの保温材を詰め、外気にさらさ

れる部分を極力少なくしましょう。

　屋外の蛇口には保温材を巻いてビ

ニールテープで固定しましょう。水

を少量出したままにするのも有効で

す。溜まった水は、水やりや清掃に

利用しましょう。 問 水道課 管理係　☎ 286 - 6880

　冬本番といった寒さになってくると起こるのが水道管

の凍結。水道管が凍結すると破裂や漏水の恐れがあり、水

道が一時的に使用できなくなったり、自己負担での修繕

が必要になったりします。事前に凍結対策をしましょう。

おすすめの凍結対策

保温材

事業用償却資産の所有者は申告が必要です

　前回申告をした事業主には、申告書用

紙を 12 月中旬に送付します。申告が必

要で用紙がない人は、町ホームページで

ダウンロードするか問い合わ

せ先に連絡してください。

　また、電子申告（e
エルタックス

LTAX）で

行うこともできます。利用方法は、地方

税ポータルシステムのホームページで確

認してください。

※�法人税・所得税の確定申告とは異なり
ます。間違いのないよう申告をお願い
します。

提出期限　令和 6 年 1 月 31 日（水）

提出先　　税務課 固定資産税係

　　　　　（役場 1 階 2 番窓口）

提出方法　郵送、窓口、電子申告

�　償却資産とは、事業の用に供されている構築物・機械・器具・

備品などで、具体的には次のようなものです。

償却資産とは

申告書の提出

業種 対象となる主な償却資産（例）

共通
パソコン、コピー機、ルームエアコン、応接セット、

看板、自動販売機、駐車場の舗装工事など

農業
田植機、堆肥舎、コンバイン（大型特殊自動車）、

サイロ、脱穀機、耕運機、ぶどう棚など

料理飲食店業
テーブル、椅子、厨房用具、冷凍冷蔵庫、

カラオケ機器など

小売業 陳列棚／ケース（冷凍機や冷蔵機付きを含む）など

医業
医療機器（レントゲン装置、手術機器、

歯科診療ユニット、ファイバースコープなど）

不動産貸付業
フェンス、自転車置き場、

門・塀・緑化施設等の外構工事など

クリーニング
業

洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ボイラー、
ビニール包装設備など

理容・美容業
理容・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌機、

サインポールなど

税額の計算方法

　毎年、賦課期日（1 月 1 日）時点で事業

用の償却資産を所有している個人・法人

は、1 月 31 日までに償却資産所在地の

市町村長に申告をすることが、法律で義

務づけられています。

　無申告の場合や虚偽の申告をした場合

は、過料や罰金刑などが科される場合が

あります。必ず申告を行ってください。
問 税務課 固定資産税係　☎ 286 - 3380

　課税対象となる全ての償却資産の課税標準額を合計した額の

1.4％。ただし、合計した額が 150 万円未満の場合は「免税」と

なり、償却資産に対して固定資産税の課税はありません。

土地利用方法の変更は固定資産税係に連絡を
　固定資産税の課税地目は、登記簿上の地目にかかわり

なく、毎年、賦課期日（１月１日）の現況により認定され

ます。土地の利用方法を変更した場合は、固定資産税係

へご連絡ください。

　また、地方税法に基づき随時、現地調査を行っています。

調査の結果、現況が固定資産課税台帳の地目と異なる場

合、職権で課税地目の変更をします。

解体した場所に今後、自宅再建の予定がない

場合は、令和６年 1 月 31 日（水）までに、固定

資産税係へご相談ください。

相談・問 税務課 固定資産税係　☎ 286 - 3380

熊本地震で自宅を解体した人へ

国民健康保険税納付確認書の随時交付
　町では、確定申告などで社会保険料控除として使用する「国

民健康保険税納付確認書」を毎年 1 月下旬に郵送しています

が、年末調整などで早めに必要な人は随時交付しています。 ・本人確認書類（免許証など）

・12 月中に納付した分の領収証

・【納税義務者と別世帯の場合】委任状

※�口座振替の場合、通帳の持参をお願い

することがあります。

交付場所・問い合わせ先

必要なもの（持参物）

税務課 住民税係（役場 1 階 2 番窓口）　☎ 286 - 3388

12 月 23 日はバス・電車・コミュニティ交通無料の日
　町内を運行する木山・広安循環線と、福田地区・津森地区

乗合タクシーに無料で乗れます。また、熊本市を一部でも通

過する路線バスや電車も無料で利用できます。

　この機会に、バスなどの公共交通で

お出かけしてみませんか。

・�一部のコミュニティ交通（益城町では、

木山・広安循環線、福田地区乗合タク

シー、津森地区乗合タクシーが該当）

・熊本市を一部でも通過する路線バス

・熊本電鉄電車、熊本市電の全線

※�空港リムジンバスや高速バスは対象外。

詳細は町や熊本市のホームページをご

確認ください。

対象の公共交通機関

問 本事業について　企画財政課 復興企画係　☎ 286 - 3223

　 木山・広安循環線　産交バス木山営業所　 ☎ 286 - 3131

　 福田地区乗合タクシー　☎ 090 - 1513 - 1515

　 津森地区乗合タクシー　☎ 080 - 8817 - 2039

広 報 ま しき  令和5（2023）. 12広 報 ま しき  令和5（2023）. 1215 14



今日から始める

予介 護 防
自立した自分らしい生活を続けるための介護予防の
考え方や、町の取り組みを全６回でお届けします。

この記事に関する問い合わせ　健康保険課 保健事業係　☎ 286 - 3113

いろいろな防災を体験して学ぶ
令和 5 年度町総合防災訓練

　10 月 29 日、令和 5 年度町総合防災訓練が、益城中
央小で行われました。
　熊本地震や豪雨災害など、大きな被害を受けた災害を
教訓に、地域の防災力向上を目的としたこの訓練は、コ
ロナ禍の影響により 3 年ぶりの実施となりました。
　今回の訓練では、防災関係 17 機関・団体の協力により、
災害発生時に活躍する特殊車両や防災用品を展示。また、
煙体験訓練・消火器操作訓練・浸水ドア体験など住民参
加型の体験ブースを設置しました。
　益城西原消防署と陸上自衛隊第 42 即応機動連隊によ
る救出救助訓練では、倒壊した家屋に取り残された住民
を救助するという想定で、実際にチェーンソーや担架な
どを使い、細心の注意を払いながら、手際よく救助を行
いました。
　参加した住民は、日頃体験できない訓練などを楽しみ
ながら防災についての知識を深めました。

　10 月 29 日、地域版タイムライン作成研修が木山中体育館で行われ
ました。この研修は、各地区の自主防災組織員や町職員が参加し、災
害時に取るべき行動をあらかじめ決めておく「事前行動計画（タイムラ
イン）」を作成するというもの。関係者が共通認識を図り、地域と行政
が一体的に行動するためのタイムラインの作成に取り組みました。

非常食で作る栄養満点おにぎり
飯野小でアルファ化米を使った調理実習

　10 月 19 日、飯野小 6 年生が、防災教室の一環として、
非常食として用いられるアルファ化米を使った調理実習
に取り組みました。
　尚絅大学の学生たちが指導する中、電気などが使えな
い災害時を想定して、水・お湯を注げば簡単に調理でき
るアルファ化米でごはんを炊飯。コーン、ツナ、ノリ、
ゴマなど、1 日に必要な栄養素をバランスよく取れる具
材を入れ、おにぎりにしました。
　児童たちは実習から食の楽しさと大切さを学びました。 １ ごはんと具材をよく混ぜる ２ おにぎり完成 ３ ガブリ！

１ ２

３

1  水消火器の操作訓練 2  3  消防車・警察車両・自衛隊車両など

さまざまな特殊車両に乗車 4  町防災士連絡協議会会員による簡

易ベッドの組み立て 5  浸水したドアはどんなに強く押してもな

かなか開かない 6  煙体験訓練、前が見えない！ 7  災害発生時に

役立つ防災用品が保管されている防災倉庫 8  担架を使って速や

かに救助を行う自衛隊隊員 9  倒壊家屋の屋根にチェーンソーで

進入口を作る益城西原消防署救助隊員

8

9

1 2

3

4

5

6

7

フレイル予防　栄養編

できるだけ主食・主菜・副菜をそろえて
1 日 3 食バランスのよい食事をとりましょう

　中高年までメタボ対策として摂取カロリーを控えて
きた人も、高齢期にはフレイル予防として低栄養にな
らないよう意識を変えていきましょう。低栄養とはか
らだを維持するのに必要な栄養素が不足している状態
をいいます。低栄養を知る１つの方法として、体重が
目安となります。定期的な体重測定を習慣づけましょ
う。意図せず、半年で 2 ～ 3㎏減った人は要注意です。

　主食・主菜・副菜をそろえると、必要な栄養素がバ
ランスよくとれます。それぞれの食品に含まれる栄養
素は 1 種類ではありません。栄養素は相互に作用して
働いているので、多様な食品を組み合わせることで必
要な栄養素をまんべんなく摂取することができます。

主食　体を動かすエネルギーになる炭水化物の補給源
　　　例）ごはん、パン、麺など
主菜　�筋肉や体をつくるたんぱく質の補給源
　　　例）肉、魚、卵、大豆、大豆製品など
副菜　�体の調子を整えるビタミン、ミネラルの補給源
　　　例）野菜、きのこ、海藻

主菜

主食

副菜

味噌汁
＋
卵

トースト
＋

ハム・チーズ

コーヒー
＋

牛乳や豆乳

　筋肉は、食事で取ったたんぱく質を主な材料にし
て作られます。たんぱく質が不足すると筋肉量が減
少し、筋力や身体機能の低下につながります。
　低栄養を防ぐため、たんぱく質を多く含む食品を、
毎食しっかりと取りましょう。

たんぱく質を多く含む食品を
積極的に取りましょう

ちょい足しメニューでたんぱく質アップ

カルシウム ビタミン D ビタミン K

　カルシウムは骨の主成分。骨を強くするためには
カルシウムだけでなく、吸収を高めるビタミン D や
ビタミン K などの栄養素も必要です。
　骨量が減り、骨の強度が低下すると骨粗しょう症
になりやすく骨折のリスクも高まります。

カルシウム・ビタミン D・ビタミン K を
補給しましょう

乳製品、大豆製
品、 コ マ ツ ナ、
小魚など

納 豆、 ワ カ メ、
ホウレン草、ブ
ロッコリーなど

シイタケ、キク
ラゲ、サケ、マ
グロなど
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百歳おめでとうございます
辻団地の山

やま

下
した

千
ち

里
さと

さん

　山下千里さん（大正 12 年 11 月 12 日生）が 100 歳の
誕生日を迎え、百歳表彰を受けました。
　山下さんの長寿の秘

ひ

訣
けつ

はおしゃれ。はやりの服は必ず
チェックし、よく買い物に行っていたそうで、洋裁も得
意だったとご家族が教えてくれました。
　自分で選んで買った薄紫色の洋服に身を包み、西村町
長から表彰状を受け取った山下さんは、「今一番うれし
いことは、病気をせず元気に過ごせていることです」と
笑顔で話しました。 西村町長から表彰状を受け取り喜ぶ山下さんとご家族

　11 月号のまちなか Pick UP! で、8020 表彰者
として紹介した森

もり

川
かわ

榮
えい

子
こ

さんの行政区の表記に誤
りがありました。正しくは、辻の城団地です。
　お詫びして訂正します。

寄付で町を応援　今後は本社移転も
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

　町は 10 月 20 日、企業版ふるさと納税で寄付を頂い
た株式会社マイシンに感謝状を贈りました。
　熊本市に本社を置き、食肉加工を行う同社。感謝状
を受け取った芹

せり

口
ぐち

俊
とし

浩
ひろ

代表取締役は、「ふるさと納税や、
今後予定している益城町への本社の移転、新工場建設を
通して、町が掲げるプロジェクトに貢献できればと考え
ております」と話しました。
　寄付金は、公園の再整備や観光プランの作成など町バ
ージョンアッププロジェクトの事業に活用されます。 西村町長から感謝状を受け取った芹口代表取締役

すてきな作品の寄贈に改めて感謝
新庁舎への作品寄贈に係る感謝状贈呈式

　町は 11 月 3 日、岡
おか

嵜
ざき

遥
はる

佳
か

さん、高
たか

津
つ

明
あけ

美
み

さん、杭
くい

迫
せこ

柏
はく

樹
じゅ

さん、㈱鶴屋百貨店にそれぞれ感謝状を贈りました。
　これは、本紙 5、7 月号でも紹介した、岡嵜さんの作
品「まだ夢の中」、高津さんの作品「阿蘇煌然」、杭迫さん
の書２点（杭迫さん、㈱鶴屋百貨店からそれぞれ寄贈）の
本町への寄贈について、感謝の意を表するために行った
ものです。「まだ夢の中」と「阿蘇煌然」は庁舎 1 階ロビー
に、杭迫さんの書 2 点は、庁舎 2 階吹き抜け部分・３
階展望ロビーにそれぞれ展示しています。

感謝状を受け取った（左から）高津さんのマネージャー高
たか

津
つ

忠
ただ

宏
ひろ

さん、岡嵜さん、㈱鶴屋百貨店の福
ふく

岡
おか

哲
てつ

生
お

代表取締役社長

㊧10 月18 日、木山中での授業　㊨11 月2 日、益城中での授業

どうして選挙に行かなきゃ駄目なの？
選挙を学ぶ出前授業

　町選挙管理委員会による選挙を学ぶ出前授業が、木山
中・益城中の 3 年生を対象に実施されました。
　この授業では、選挙の仕組みや、なぜ若者が選挙に行
かなければならないのかを、日常生活の出来事になぞら
えるなど分かりやすく解説。3 年後に有権者となる生徒
たちは選挙の基本について理解を深めました。
　野

の

中
なか

咲
さ

絢
あや

さん（木山下辻団地）は「若者が選挙に行かな
いと政治も若者向けではなくなることが分かりました。
18 歳になったら選挙に行きます」と感想を述べました。

整備された備品の一部

　安永 2 町内で 9 月、コミュニティ助成事業を利用して、コミュニ
ティ無線放送システムが整備されました。この事業は、宝くじの社会
貢献広報事業の一環で、宝くじの受託事業収入を財源として（一財）自
治総合センターが実施しているもの。今回の整備により、地域行事な
どのコミュニティ活動のさらなる活性化が期待されます。

事故への追悼と教訓を胸に
日奈久沖遭難事故慰霊献花式・いのちの日学校集会

　11 月 6 日、日奈久沖遭難事故の慰霊献花式が辻ケ峰
公園で、「いのちの日学校集会」が津森小体育館で行われ
ました。これらは、昭和 24（1949）年 11 月 5 日に八代
市日奈久沖で起きた、修学旅行中の津森小 6 年生ら 24
人が亡くなった遊覧船転覆事故の犠牲者への追悼と、事
故の教訓や命の大切さを児童たちに伝えるために、毎年
開催されているものです。
　集会では、当時事故に遭った同窓生 3 人による講話が
行われ、自らの体験や思いを児童たちに語りました。

西村町長から感謝状を受け取った尾田代表取締役

町特産品の全国販売に貢献
㈱もへじに感謝状贈呈

　町は 11 月 14 日、本町の農産物を活用した産学官連
携商品の開発・全国販売を行った㈱もへじ（東京都世田
谷区）に感謝状を贈りました。
　同社は、東海大学・日本航空㈱・上益城農業協同組合・
町と協力して、町内産のミニトマトとすいかを使った特
産品の開発・全国販売を行い、町の知名度向上に大きく
貢献しました。
　感謝状を受け取った尾

お

田
だ

信
のぶ

夫
お

代表取締役は、「熊本地
震からの町の復興の後押しになれば」と述べました。

㊧辻ケ峰公園にある慰霊塔へ献花する津森小児童　

㊨集会で児童の質問に答える同窓生の猪
い

飼
がい

澄
すみ

代
よ

さん（熊本市）
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短 

歌

末
武
　
有
二
　
選

投
稿
は
、
一
人
一
首（
句
）で
お
願
い
し
ま
す
。

俳 

句

河
野
　
全
平
　
選

川 

柳

布
田
川
左
門
　
選

　
投
稿
は
投
稿
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
、
役
場

広
報
係
ま
で
。
締
切
は
毎
月
15
日（
必
着
）で
す
。

益城の

町文化財保護委員会

文化財の
持
つ
魅
力
に
気
付
く
こ
と
の
で
き
る

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

　

こ
う
し
た
文
字
資
料
の
他
に
、
令
和

５（
２
０
２
３
）年
７
月
３
日
に
発
生
し

た
大
雨
で
木
山
川
が
氾
濫
し
、
文
化
財

収
蔵
庫
が
浸
水
し
た
際
に
水
損
し
た
資

料
群
の
中
か
ら
展
示
が
可
能
と
な
っ
た
、

熊
本
藩
の
御
用
絵
師
を
務
め
た
杉
谷
行

直
や
肥
後
三
蹟
に
数
え
ら
れ
た
水
野
顆

山
の
書
画
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
内
容
で

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
観
覧
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

 

益
城
町
文
化
財
保
護
委
員
会

令和 5年度町文化財企画展

美文字が光るとき

～君の一文字に恋してる～

　
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス
で

は
、
令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
か
ら
毎

年
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
文
化

財
の
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
年
々
認
知
度
が
上

が
っ
て
お
り
、
毎
年
、
企
画
展
の
度
に

常
設
展
示
や
定
期
的
な
展
覧
会
の
開
催

を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

記
念
す
べ
き
５
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
の
企
画
展
は「
美
文
字
」を
テ
ー
マ

と
し
て
、
文
字
に
焦
点
を
あ
て
た
展
示

構
成
で
、
歴
史
・
考
古
の
各
分
野
か
ら

え
り
す
ぐ
り
の
名
品
を
紹
介
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
用
し
て
い
る
文
字
は
、
情
報
の
記

録
や
伝
達
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
自

体
が
美
術
品
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
多
種
多

様
な
文
字
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
文
字企画展で展示している杉谷行直の屏風（右隻）

開館 … 火・木～日曜日　午前 10 時～午後 6 時
　　　  水曜日　午後 0 時～ 8 時
休館 … 月曜日（祝日の場合は翌日）、毎月第 3 金曜日

ハルマキ100本ノック
島田由美子／著　光文社

悪逆
黒川博行／著　朝日新聞出版

過払い金マフィア、マルチの親玉、
カルトの宗務総長－。社会に巣くう
悪党が次々と殺害される。警察捜査
を巧みにかく乱する男の目的とは－。

なんとかなる本

「なんとかなる本」に「なんと
かして！」と叫んだら、気付
けばそこは、本の樹が生え
ている不思議な図書館。し
かも「コトバ使い」という女
の子が現れて…。

「桃 + 豆腐 + クリームチーズ」、「小
松菜 + かつお節」、「ミョウガ + 長芋
+ 赤みそ」大さじ 4 杯の油でできて、
思いもよらぬ組み合わせがおいしさ
を広げるハルマキレシピを紹介。

12 月 17 日（日）無料映画上映会
場所…ミナテラス視聴覚室
アーサー・クリスマスの大冒険（アニメ・吹き替え）

午前 10 時～ 11 時 37 分

　クリスマスに、女の子にプレゼントが届いていな
いことが判明した。心優しいアーサーは、トナカイ
のそりに乗ってプレゼントを届けに行くことに！

ぼくのおばあちゃん（邦画） 　　   午後 2 時～ 4 時 3 分

　トップ営業マンである智宏は、仕事に追われ、家
族を顧みる余裕を失いかけていた。そんなとき、お
ばあちゃんとの愛おしい日々の記憶がよみがえり…。

令丈ヒロ子／著　浮雲宇一／絵
講談社

宝くじ文化公演　
九州交響楽団
ドラゴンクエストコンサート
公演日　
2 月 11 日（日）
午後 2 時開場
午後 3 時開演
入場料
全席指定　2,500 円

（当日 500 円増し）
宝くじの助成により、特
別料金になっています。
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防災行政無線 防災行政無線で放送された内容が電話で確認できます。
自動応答電話　☎ 286-0888

発生区分 10 月中 累計

火災

建物 1 4

車両 0 1

林野 0 0

その他 3 6

警戒出動 1 9

救急出動 168 1,615

救助出動 3 15

事故・犯罪
区分

町　内 御船署管内

10 月中 累計 10 月中 累計

人身事故 7 35 12 87

物損事故 87 755 201 1,814

空  き  巣 0 3 1 4

自販機狙い 0 0 0 0

万  引  き 1 6 8 25

オートバイ盗 0 0 0 2

自転車盗 2 8 2 18

車上狙い 0 7 0 17

御
船
警
察
署

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

☎
２
８
２-

１
１
１
０

内 

２
６
１
～
２
６
５

令
和
5
年

町
内
・
御
船
署
管
内

事
故
・
事
件
の
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生
状
況
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火
災
等
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生
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況

益
城
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原
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９

問
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災
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に
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な
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湿
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加
わ
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ス
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繰
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火
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る
現
象
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い
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ま
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。

■
火
災
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い
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・
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子
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な

ど
の
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製
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の
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長
期
間
プ

ラ
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差
し
込
ま
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て
い
る
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台
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面
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窓
周
り
・
加
湿
器

や
水
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の
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近
な
ど
、
コ
ン
セ
ン
ト

近
く
の
水
気
の
多
い
場
所

■
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に
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プ
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に
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な
い
。
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。
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。
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狙
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。
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不審な人を見かけたら
すぐに１１０番通報

　
か
し
こ
い
消
費
者

マ
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ナ
ポ
イ
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ト
事
業
を
か
た
る
詐
欺
に
注
意
！

　
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
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イ
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イ
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。
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取
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。
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サ
イ
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。
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。
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付
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ま
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。
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手
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。
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︲
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０

Vol.81

婚活をお手伝いします！ 人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●同和問題をはじめとするさまざまな人権問題
熊本県人権センター　　      ☎ 384‐5822
午前９時～正午と午後１時～４時
●法律問題、人権問題、人権侵害への救済について
みんなの人権 110 番　　     ☎ 0570‐003‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●女性の人権
女性の人権ホットライン　　☎ 0570‐070‐810
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●障がい者の人権および権利擁護
障がい者 110 番　☎ 354‐4110　午後１時～５時
●子どもの人権
子どもの人権 110 番　　   ☎ 0120‐007‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●いじめについて
益城町いじめ電話相談　　☎ 286‐1770
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400
午前８時 30 分～午後５時 15 分

　町結婚対策協議会（クローバー
ましき）では、結婚の夜間相談窓
口（火・金曜日）を「公民館きやま
座」に開設しています。
　仕事をしながら婚活を進めたい
人へのお悩み相談や、他自治体の
婚活イベントの情報提供など、結
婚に関するさまざまな応援・サ
ポートをしています。お気軽にご
相談ください！
※夜間相談窓口がお休みの週もあ
ります。詳しくは本紙裏面の「く
らしにプラス！カレンダー」をご
確認ください。

Vol.511

人権教育・啓発に
関する取り組み

　10 月 21 日・22 日、町総合体育館をメイン会
場として、第 51 回熊本県人権教育研究大会が開
催されました。この大会では、上益城郡内外から、
延べ 2,000 人を超える参加があり、部落差別を
はじめあらゆる差別をなくし全ての人が安心し
て生活できることを目的に、熱心な研修・協議
が進められました。
　町からは、大会の地元特別報告として、児童
心理治療施設こども L.E.C. センターの松

まつ
本
もと

祐
ゆう

一
いち

郎
ろう

施設長が、『益城町の宝』と題して講演を行い
ました。講演では、施設において、児童虐待を
受けた子どもたちに対し、それぞれの個性を大
切にしながら、日々寄り添って心の回復に向け

た活動をされていることが報告されました。近
年は、町内の関係機関に公認心理師や臨床心理
士を派遣するなど、施設の強みを生かした地域
支援や啓発活動を展開されています。
　この大会と並行して、上益城郡人権教育連絡
協議会主催の事業として、映画『破戒』の上映も
行われました。この映画は、明治 39 年に島崎藤
村が執筆した小説をもとに、昨年映像化された
ものです。映画の中で、現代に生きる私たちには、
想像もできないような部落差別の様子が描かれ
ています。時代背景が明治時代ですので、今で
は考えられない場面もありますが、差別の状況
は変わっても、差別の厳しさ・苦しさ・悲しさ
は同じものです。映画を見た人から、「部落差別
がこんなにも苦しいのか」、「立ち向かう勇気が
素晴らしい」などの感想がありました。
　今後行われる人権に関する研修会や啓発の催
しに、他人事ではなく自分事として、積極的に
参加していただけたら幸いです。
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『毛嵐の朝』
山来敬明さん
撮影場所：赤井

『イチョウ並木の空に』
福島ショウタさん
撮影場所：テクノ中央緑地公園

『獅子、花火に舞う』
岡本千惠子さん
撮影場所：砥川神社

祐
ゆう

樹
き

さんパパ 智
とも

菜
な

さんママ

投稿されたご意見・ご感想の一部を紹介します（敬称略）。匿名
を希望する場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペ
ンネームでもＯＫです。また、イラストも募集しています。

表紙の祭りの写真、すてきでした。実際に見て
みたいと思いました。祭りなどのイベント情報

を載せてほしいです。　　　　　　　　　　匿名希望

砥川の獅子舞が数年ぶりに開催されました。素
晴らしさが表紙の写真に表れています。

砥川　 瀨樹子

わがまち散歩のコーナーにさまざまな人が登場
するので楽しみです。　　　　　　  P.N　ひな

メール・電話などで投稿・または情報をお寄せください。
※取材・掲載できない場合もあります。ご了承ください。
企画財政課　広報係　☎ 286-3223　
mail mashiki890@gmail.com

毎月表紙がとても良いですね！　気に入ってい
ます。　　　　　　　　　　木山　吉田さよ子

① �町の人気者、話題の人、頑張っている人を教えてください。
町内在住であれば自薦・他薦は問いません。

② �広報紙の表紙を飾りたい、四季折々の町の風景やとってお
きの場所を教えてください。

町の皆さんと一緒に作る広報紙！

　双子の男の子です！　みんなに感謝を忘れず、すく
すく大きく育ってね！

（下町）

重
しげ

宏
ひろ

さんパパ 華
はな

さんママ

宇
う

佐
さ

美
み

　陽
は

琉
る

くん、咲
さ

來
ら

くん左から

（土山）

山
やま

縣
がた

　七
なな

楓
か

ちゃん

　いつもニコニコ笑顔
でみんなの癒しのなー
ちゃん。いっぱい食べて
遊んで大きくなってね。

天
てん

太
た

さんパパ 倫
とも

代
よ

さんママ

（馬水南）

山
やま

口
ぐち

　絢
あや

叶
と

くん

　咲
え

恋
れん

ねぇね、蓮
れん

叶
と

にぃ
にと仲良く元気いっぱい
に育ってね♡

雄
ゆう

平
へい

さんパパ 彩
あや

奈
な

さんママ

熊本のイベント情報やおいしいお店の紹介など
があればうれしいです。　　　　　　匿名希望

今日から始める介護予防のコーナーで、フレイ
ルを初めて知りました。少しずつ対策を始めて

みたいです。　　　　　　　　　　　川崎市　外木雄

子どもが最近生まれたので、子どもと一緒に遊
べる場所やイベントなど、詳しく特集してくれ

るとうれしいです。　　　　　　　福富　古賀麻里絵

特集「活断層と生きる」、感慨深いです。
　　　　　　　　　　　　　惣領　水村由利江

毎月、広報紙が届くのが楽しみです。まず先月
号のクイズが当選したかどうかの確認！　次に

クイズの答えをハガキに書き、ポストに投函します。
紙面もくまなく読んでいます。　　 P.N　あおいくま

イラスト
ありがとうございます！

広崎　瀬戸サイ子さん

絵手紙
ありがとうございます！

古閑
今冨正己さん

絵手紙
ありがとうございます！

安永　吉安啓子さん

正
ただ

しいもの、または問
もん

題
だい

本
ほん

文
ぶん

の中
なか

の○に当
あ

てはまるものを選
せん

択
たく

し、記
き

号
ごう

で回
かい

答
とう

してください。全問正解者中 10 人に、500 円
分の図書カードをプレゼント！

応募総数…92 通　全問正解数…92 通

応募締切日… 12 月 11 日必着
前月号の正解… ① - C  ② - C  ③ - B
当選者（敬称略）…森しまりん、北島かつえ、坂本あゆ子、坂本
結花、臼木優乃、渡邉一貴、永塩直美、福岡かおり、畑野美和、
河村智世

問題１　ヒント…P4 ～ 7
力士のまげの一つである大
銀杏。原則として○○以上
の力士しか結えない。
A…横綱　　B…十両
C…大関　　D…前頭

問題２　ヒント…P20 ～ 21・29

令和 5 年度町文化財企画展
のテーマは？

A…土器　　B…美文字
C…絵画　　D…仏像

問題３　ヒント…P31
地域おこし協力隊が企画・
運営する「ましき○○づくり
スクール」
A…はな　　B…こめ
C…まち　　D…ゆめ

応募方法

回答フォーム →
または、
はがきに答えと住所、氏名
を記入し、〒 861-2295 益
城町役場「広報クイズ」係へ。

『テクノの銀杏』
吉川淳一さん
撮影場所：テクノ中央緑地公園

広 報 ま しき  令和5（2023）. 12広 報 ま しき  令和5（2023）. 1225 24



記号の説明　�問 …問い合わせ先　 住 …住所　☎…電話番号　 内88…内線番号　　　　
FAX …ファックス番号　 Ｍ …メールアドレス　 HP …ホームページ

益城町音声訳ボランティア「こまどり」では、広報ましき、社協だより、清水（議会報）などの
記事を音声で録音したＣＤを無料配布しています。　 問  町社会福祉協議会　 ☎ 214-5566

定
員
…
30
人

申
し
込
み
…

　

�

12
月
8
日
㊎
か
ら
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
か
電
話

で
受
け
付
け

※
２
日
間
参
加
で
き
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

問
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ぴ
ね
す

　

☎
２
３
４
‐
６
１
２
３

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、
国

際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た「
春

休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
」の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

研
修
国
…�

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
ハ
ワ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

期
日
…�

令
和
6
年
３
月
24
日
㊐
～
４
月
5

日
㊎
の
内
8
～
13
日
間

対
象
…�

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

定
員
…�

各
国
10
人

費
用
…�

31
万
5
千
円
～
75
万
８
千
円

申
し
込
み
期
限
…

　

�

令
和
6
年
１
月
30
日
㊋（
研
修
国
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

※�

事
前
説
明
会
を
12
月
～
1
月
に
開
催

し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.kskk.or.jp

）を
ご
覧
に
な
る
か
、

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問�（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
‐
６
８
２
５
‐
３
１
３
０

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
創
業
や
事

業
の
立
ち
上
げ
を「
試
し
に
挑
戦
し
て
み

る
」た
め
に
必
要
な
場
所
や
機
会
を
提
供

す
る
場
と
し
て
、
仮
設
団
地
に
設
置
さ
れ

て
い
た「
み
ん
な
の
家
」を
再
利
用
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
当
施
設
か
ら
の
は
じ
め
の
一

歩
を
応
援
し
ま
す
！　
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

場
所
…
宮
園
５
２
８
番
地（
50
街
区
1
画
地
）

契
約
期
間
…
契
約
日
か
ら
6
カ
月

　
　
　
　
　
※
延
長
あ
り
。
最
長
1
年

施
設
オ
ー
プ
ン
時
間
…

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

募
集
対
象
…
物
販
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
１
事
業
者（
先
着
順
）

使
用
料
金
…
税
込
み
８
０
０
０
円
／
月

　
　
　
　
　
（
水
光
熱
費
込
み
）

※�

新
着
情
報
な
ど
は
、
㈱
未
来
創
成
ま
し
き

の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
株
式
会
社
未
来
創
成
ま
し
き

　

☎
０
８
０
‐
９
７
０
２
‐
０
０
４
７

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

ミナテラスからのお知らせ

　町図書館では、司書と一緒に「みんなのおはなし会」
に参加してくれるボランティアを募集します。
　応募には、当館主催の読み聞かせ講座を２回受講
する必要があります。
日時　　　令和 6 年 1 月 6 日（土）、2 月 3 日（土）
　　　　　午後 2 時 30 分～ 4 時 30 分
場所　　　交流情報センターミナテラス　会議室 2
講師　　　志岐有子氏
　　　　　（ストーリーテラー  著書に『ぼんさらや』）
応募期限　12 月 21 日（木）

おはなし会ボランティア「たんぽぽ」募集

日時　　　　12 月 16 日（土）午後 2 時～　約 90 分
場所　　　　町図書館
対象・定員　町内在住の中学生以上　8 人
申し込み　　�12 月 1 日（金）からミナテラス窓口で

受け付け（定員に達し次第、終了）

問�交流情報センターミナテラス（町図書館）　☎ 287 - 8411

  クリスマスワークショップ

　ミナテラス（町図書館・まちサポ含む）は、
下記の期間休館です。
　時間外に本の返却をするブックポストも
閉鎖します。ご了承ください。
期間　12 月 28 日（木）～ 1 月 4 日（木）
開館　1 月 5 日（金）午前 8 時 30 分～
　　　※図書館は午前 10 時～

12 月 1 日から

図書館のメールアドレスが変わります
　インターネットから本を予約する人は、メールの
受信設定が必要です。設定方法は、各携帯会社へ問
い合わせてください。
新アドレス　lib-mashiki-kumamoto@apsel.jp

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「
キ
ニ
ナ
ル
」出
店
者
募
集

㈱
未
来
創
成
ま
し
き

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
▼

▲
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　すてきなクリスマスカードを一緒に
作ってみませんか？　参加無料です。

　
町
民
と
、
町
内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人

の
大
会
等
優
先
予
約
に
つ
い
て
、
熊
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
予
約
を
希
望
す
る
人
は
、

お
知
ら
せ
を
参
照
の
上
、
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
14
日
㊍
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
予
約
状
況
を
公
開
し
ま
す
。

【
予
約
申
請
に
つ
い
て
】

申
請
書
提
出
先
…
町
総
合
体
育
館

申
請
書
提
出
期
限
…
12
月
21
日
㊍

【
調
整
会
議
に
つ
い
て
】

日
時
…
令
和
6
年
1
月
7
日
㊐
午
後
7
時

場
所
…
町
総
合
体
育
館　
会
議
室

※�

優
先
予
約
は
、
大
会
等
の
開
催
に
限
り

ま
す
。

問�

町
総
合
体
育
館

　

☎
２
８
９
‐
２
４
３
３

　
FAX
２
８
９
‐
２
４
３
４

　
犬
や
猫
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
と
い
う

こ
と
は
、
動
物
の
命
に
責
任
を
持
つ
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地

域
や
周
囲
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
は
、
世
話
や
し
つ

け
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に
で
き
る
か
、
経
済

的
負
担
や
家
庭
状
況
な
ど
、
最
期
ま
で
責

任
を
も
っ
て
飼
育
が
で
き
る
か
し
っ
か
り

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問�

御
船
保
健
所

　

☎
２
８
２
‐
０
０
１
６

　
副
業
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
の
相
談
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
簡
単
に
稼
げ
る
」、「
気
軽
に
で
き
る
」

と
強
調
す
る
広
告
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を

安
易
に
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
う
ま
い

話
を
、
う
の
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
お
金
が
な
い
」と
断
っ
て
も
、
消
費
者

金
融
か
ら
の
借
金
を
勧
め
ら
れ
て
契
約
さ

せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
借
金
を

勧
め
る
よ
う
な
勧
誘
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
と
き
は
、

「
１
８
８
」に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
近
く

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問�

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室

　

☎
２
８
６
‐
３
２
１
０（
毎
週
㊊
）

　
エ
イ
ズ
は
、
近
年
、
治
療
法
の
進
歩
に

よ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
早
期
に
発
見
し
治

療
す
る
こ
と
で
、
感
染
し
て
い
な
い
人
と

同
等
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
早
期
発
見
の
た

め
、
県
内
５
つ
の
皮
膚
科
と
保
健
所
で
無

料
匿
名
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、「
熊
本
県　

Ｈ
Ｉ
Ｖ　

検
査
」で
検
索
！

問�

県
健
康
危
機
管
理
課

　

☎
３
３
３
‐
２
７
８
３

　
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
年

末
年
始
の
期
間
中
、
労
働
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
か
ら「
＠
７
７
１
ｚ
ｃ

ｅ
ａ
ｍ
」を
検
索
す
る
か
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
友
だ
ち
追
加
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
期
間
…

　

�

12
月
29
日
㊎
～

　
令
和
6
年
1
月
3
日
㊌

　
24
時
間
受
け
付
け

　
※
対
応
は
午
前
9
時
～
午
後
9
時

相
談
料
…
無
料

問
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

☎
０
３
‐
３
３
５
９
‐
３
５
１
３

　

�（
12
月
28
日
㊍
ま
で
の
平
日
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

　
10
年
後
も
健
康
・
キ
レ
イ
で
い
る
た
め

に
―
。
あ
な
た
の
未
来
に
向
け
て
、
今
か

ら
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
器
具
を
使
わ
ず
効
果
的
に
筋
力
ア
ッ
プ

で
き
る「
ま
し
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」や
、
毎

日
の
食
事
で
大
切
な
食
品（
栄
養
）選
び
の

ポ
イ
ン
ト
の
話
な
ど
を
中
心
と
し
た
、
２

日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
…
1
回
目　
令
和
6
年
1
月
12
日
㊎

　
　
　
２
回
目　
令
和
6
年
2
月
16
日
㊎

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ぴ
ね
す

対
象
者
…
町
内
在
住
の
40
～
74
歳
の
女
性

年
末
年
始　

労
働
・
困
り
ご
と

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
会

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
考
え
る
こ
と

令
和
6
年
度　

町
体
育
施
設

大
会
等
優
先
予
約
開
始

要
注
意
！　

副
業
ビ
ジ
ネ
ス

女
性
の
た
め
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集
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記号の説明　�問 …問い合わせ先　 住 …住所　☎…電話番号　 内88…内線番号
FAX …ファックス番号　 Ｍ …メールアドレス　 HP …ホームページ

【
写
真
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
会
】

　

7
月
の
豪
雨
で
水
に
浸

か
っ
て
し
ま
っ
た
写
真
の

洗
浄
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
…�

12
月
10
日
㊐

　
　
　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
午
後
の
部　
午
後
1
時
～
3
時

場
所
…�

復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
　
に
じ
い
ろ

共
催
…
あ
ら
い
ぐ
ま
人
吉

定
員
…
各
15
人（
先
着
順
、
要
申
し
込
み
）

【
コ
ー
ヒ
ー
の
美お

味い

し
い
淹い

れ
方

  

～
気
に
な
る
健
康（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）の
お
話
も
～
】

　
バ
リ
ス
タ
経
験
者
に
コ
ー
ヒ
ー
の
お
い

し
い
入
れ
方
を
習
い
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓

病
）の
専
門
家
か
ら
健
康
に

つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
講
座
で
す
。

日
時
…
令
和
6
年
1
月
13
日
㊏

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所
…�

町
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー　
ま
ち
サ
ポ

共
催
…
熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病
院

　
　
　
腎
臓
内
科

定
員
…
10
人（
先
着
順
、
要
申
し
込
み
）

問
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
８
７
‐
１
６
１
１

　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
入
門
で
学
ん
だ
こ
と
を
復

習
し
な
が
ら
、
覚
え
て
お
く
と
便
利
な
関

数
な
ど
を
全
4
回
で
学
べ
る
講
座
で
す

（
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
可
）。

日
時
…�

令
和
6
年
1
月
13
日
、
20
日
、
27

日
、
2
月
3
日（
毎
週
㊏
全
4
回
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所
…�

交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス

Ｉ
Ｔ
学
習
室

対
象
…�

町
内
在
住
か
在
勤
の
人

定
員
…
15
人（
先
着
順
）

受
講
料
…�

１
０
０
０
円（
初
回
受
講
時
に

別
途
テ
キ
ス
ト
代
６
０
０
円
）

申
し
込
み
…�

12
月
16
日
㊏
午
前
9
時
か
ら

左
記
窓
口
で
受
け
付
け

問
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス

　
☎
２
８
７
‐
８
４
１
１

【
事
務
職
養
成
科
Ｂ
】

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
資
格
取
得
を
目
指
し
、
在
宅
就
労
を

含
め
事
務
職
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
習

得
し
ま
す
。

対
象
…�

身
体（
聴
覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）、

知
的
、
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳

定
員
…
7
人

募
集
期
限
…
12
月
28
日
㊍

訓
練
期
間
…�

　
令
和
6
年
2
月
1
日
㊍
～
4
月
30
日
㊋

費
用
…�

テ
キ
ス
ト
代
１
万
３
６
４
０
円

（
税
込
み
）程
度

場
所
…�

㈱
総
合
プ
ラ
ン
ト
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー（
熊
本
市
中
央
区
神
水

1
丁
目
38
‐
11
）

※�

受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
２
９
７
‐
９
９
１
５

ク
リ
ス
マ
ス
を
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｔ
で

Ｃコ

ネ

ッ

ト

ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｔ　
Ｍマ

ル

シ

ェ

ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ

　

4
月
に
初
開
催
し
た
コ
ネ
ッ
ト
マ
ル

シ
ェ
の
第
２
弾
！　

ク
リ
ス
マ
ス
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
温
か
い
食
事
や
、
体
験
型

の
お
店
も
多
数
出
店
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

チ
ェ
ッ
ク
！

と
き　

�

12
月
23
日
㊏

　
　
　
午
後
３
時
～
７
時

と
こ
ろ　

�

益
城
町
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｔ

問
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｔ

　
☎
０
９
０
‐
６
５
１
３
‐
５
７
１
０

無
料
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

　
ボ
ク
シ
ン
グ
で
健
康
増
進
！　
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
、
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

と
き　

�

12
月
の
毎
週
㊌
・
㊍

　
　
　
午
後
6
時
～
8
時

と
こ
ろ　

�

町
公
民
館
福
田
分
館

問�

ゴ
ー
ル
デ
ン
ヘ
ラ
ク
レ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ

ク
ラ
ブ（
作
田
）

　
☎
０
９
０
‐
８
９
５
９
‐
６
５
４
４

地
域
の
学
習
教
室　
利
用
者
募
集

　
学
習
の
機
会
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い

な
い
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
小
学
校
高
学

年
～
中
学
生
を
対
象
に
、
自
学
の
習
慣
や

勉
強
の
取
り
組
み
方
が
身
に
付
く
よ
う
、

地
元
の
シ
ニ
ア
や
大
学
生
に
よ
る
学
習
支

援「
ま
し
き
こ
が
み
舎
放
課
後
ク
ラ
ブ
」を

行
っ
て
い
ま
す（
1
回
１
０
０
円
）。

と
き　
毎
週
㊌

　
　
　
午
後
４
時
30
分
～
７
時
30
分

と
こ
ろ　
ま
し
き
こ
が
み
舎

　
　
　
　
（
惣
領
１
５
１
３
‐
1
）

問�

一
般
社
団
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
く
ま
も
と（
有
限
会
社
ミ
ュ
ー
ズ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
内
）

　
☎
２
８
５
‐
７
７
６
４

　
　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
6
時
）

障
が
い
者
対
象
の
職
業
訓
練

▼
掲
載
の
申
し
込
み
は
、
掲
載
希
望

発
行
月
の
前
々
月
末
日
ま
で
に
役
場

企
画
財
政
課
広
報
係（
☎
２
８
６
‐

３
２
２
３
）へ
。
編
集
の
都
合
上
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
サ
ポ
主
催

参
加
無
料
の
体
験
会
と
講
座

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
応
用
講
座
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乳幼児健診　　        町保健福祉センターはぴねす　☎ 234-6123

12 月

14 日 ㊍
3歳児健診
対象者：R2.5.1 ～ R2.5.18 生

対象者には、個別に

通知します。

時間は、通知をご覧

ください。

19 日 ㊋
4か月児健診
対象者：R5.7.25 ～ R5.8.30 生

20 日 ㊌
3歳児健診
対象者：R2.5.19 ～ R2.6.3 生

26 日 ㊋

7か月児健診
対象者：R5.4.8 ～ R5.4.23 生

1歳6か月児健診
対象者：R4.5.6 ～ R4.5.28 生

1 月

9 日 ㊋
1歳6か月児健診
対象者：R4.5.29 ～ R4.6.19 生

対象者には、個別に

通知します。

※対象者は予定です。状況により変更になる場合があります。

編
集
後
記

♦
木
瀬
部
屋
に
お
邪
魔
し
た
際
、

お
昼
ご
は
ん
を
ご
ち
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
せ
っ
か
く
部
屋

に
来
た
の
に
、
空
腹
で
帰
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」と
、
ち
ゃ

ん
こ
、
肉
野
菜
炒
め
、
揚
げ
物
、

ゴ
マ
豆
腐
な
ど
大
皿
料
理
が

次
々
と
。
力
士
の
皆
さ
ん
が
作

る
豪
快
な
料
理
で
、
お
腹
が
満

た
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

 

係
ま

善意の灯
社会福祉協議会　☎ 214 - 5566

香典返しに替えて次の方々から寄付をいただきま
した。（敬称略）

お名前 （行政区） 故　人

　秋月　悦子 （ 櫛 島 ） 哲也

　山口　寳綱 （ 広 崎 4 町 内 ） 八重子

　土田　康子 （ 熊 本 市 ） 増田勉

　木浦　満彦 （ 安 永 1 町 内 ）出﨑ユキヨ

　滝川　尚孜 （ 小 池 秋 永 ） イス子

　奥村　壽人 （ 東 無 田 ） ユキ子

　小島　誠 （ 馬 水 南 ） ミツコ

　森永　英之 （ 平 田 下 ） 敦子

　石金　敬司 （ 下 砥 川 ） 勲

　吉満　百合子 （ 安 永 4 町 内 ） 正義

　古閑　敬一 （ 五 楽 ） 文子

　浦田　豊久 （ 惣 領 3 町 内 ） リツコ

　吉村　久美 （ 惣 領 2 町 内 ） 信幸

　渕上　隆 （ 熊 本 市 ） 木村茂

　田﨑　啓一 （ 寺 中 ） 作葊

　馬場　イソ子 （ 市 ノ 後 団 地 ） 孝

ふるさと納税
全国からたくさんの

「ふるさと納税」を頂き、
心より感謝申し上げます。

令和 5 年度
49,026 件 5 億 1,932 万円

令和 5 年 10 月末現在

♣
今
月
半
ば
に
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
、
大
半
の
取
材
・
編
集

を
係
ま
に
任
せ
る
こ
と
に
…
。

大
変
面
目
な
い
。
療
養
中
、
本

紙
を
発
行
す
る
ま
で
に
、
取
材

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
・
印
刷
会
社
・
同
僚
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

係
ゆ

問

MASHIKI TOWN
CHIIKI-
OKOSHI

 「町に虹色の
  　　　輝きを」

MASHIKI TOWN
CHIIKI-
OKOSHI

 「町に虹色の
  　　　輝きを」

ましきまちづくりスクール開催！

Vol.19

　協力隊が企画・運営する「ましき
まちづくりスクール」が始まります。
　このスクールは２種類の取り組み
からなり、11 月末～ 1 月末の期間
に復興まちづくりセンターにじいろ
で開催します。
　一つ目は「スクール」で、全国の先
進的なまちづくりについて学び、木
山横町線を対象とした実践を目指す
4 日間のプログラムです。
　二つ目は「シンポジウム」で、まち
づくりの研究・実践に取り組む専門
家と、町職員や協力隊がトークセッ
ションを行うイベントです。
　スクールは有料ですが見学は無料
です。シンポジウムは申し込みが必
要ですが無料でご参加いただけます。
皆さんと同じ場・同じ時間を過ごし
たいと考えています。ぜ
ひ、にじいろにお越しく
ださい！
　　 申し込みフォーム→

MASHIKI TOWN
CHIIKI-
OKOSHI

 「まち全体が
  　　学びの場」

Vol.53

飯野小は、いいの
4 4 4

です

益城中広報副委員長の
齋
さい

藤
とう

優
ゆう

羽
は

さん（3年生）

生徒会役員改選選挙
～益城中の新旧交代に向けて～

　もうすぐ益城中の一大イベントである生徒会役員改
選選挙が行われます！　立候補者は朝早くからあいさ
つ運動を行い、自分の理想とする学校像を語っており、

その姿が頼もしく輝いています。3年生の私
としては代替わりの時期に入ったことを寂し
く思いますが、2年生が新しい学校の中心と
して益城中をどのように変えていくのかが楽
しみです。皆さんもこれからの益城中の変容

を見守りつつ、ますますの応援
をよろしくお願いします。

mashiki_chuugakkou

学校生活の 1 コマを学生の手作り（写真・文）でお届けします。

  　私がお伝えします

　飯野小では地域ボランティアの皆
さんからさまざまな支援をいただい
ています。
　7 月に 3 年生が社会科の授業でニ
ラのハウスと選果場を見学させても
らいました。子どもたちは「お店に
並ぶまでにこんなにいろんな人が関
わっているなんて知らなかった」と
驚きと発見の連続でした。田植えで
忙しい時期にもかかわらず、親切に
対応していただいた農家の人には感
謝しかありません。
　また、あるボランティアの人が

「娘と孫を育ててもろうた飯野小に
ちくっとでも恩返しになればと思う
てきよります」と言われていました。
その人は、校内の花壇や草花の手入
れなどをしてくださっています。
　そんな地域の皆さんの優しさと愛
を飯野っ子たちに届けられるよう、
私も頑張ります。
　飯野小は本当に、いいの

4 4 4

です！

だるまっちゅう

飯野小
ドリーム益城っ子

松
まつ

元
もと

友
とも

子
こ

さん

地域おこし協力隊

小
こ

仲
なか

貴
たか

宏
ひろ

さん

＃投票箱の準備完了！
＃盛り上がる選挙活動
＃選挙ポスター自分たちで作ってみた

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
初
、
熊
本
空
港
近
く
の

高
遊
原
公
園
で「
高
遊
原
相
撲
大
会
」と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
多
く
の
小
・
中
学
生

や
一
般
の
選
手
が
参
加
し
、
大
変
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
当
時
昼
食
で
食
べ
た
、
地
元
小
谷

婦
人
会
手
作
り
の
特
大
お
に
ぎ
り
や
漬
物
の
味

は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し

開
催
し
て
い
た
高
遊
原
相
撲
大
会
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和
２
年
か
ら
中
止
し
て
い

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
す
る
今
年
、
子
ど

も
た
ち
に
相
撲
を
理
解
し
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
で
相
撲
教
室
に
変
更
し
ま
し

た
。
木
瀬
部
屋
の
力
士
を
招
き
、
髪
結
い
の
実

演
、
力
士
と
の
か
か
り
稽
古
な
ど
を
行
い
、
途

中
で
力
士
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
泣
き
出
す
子
も

い
ま
し
た
が
、
会
場
は
熱
気
と
笑
顔
に
包
ま
れ
、

相
撲
の
魅
力
が
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
教
室
の
開
催
に
当
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、

町
相
撲
連
盟
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
の
皆
さ

ま
、
さ
ら
に
は
、
企
画
し
て
く
れ
た
担
当
職
員

に
感
謝
！

町長のちょっと一言 「11月３日、阿蘇くまもと空港周辺こども相撲教室を開催しました」

金峰山関と子どもたちのかかり稽古
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最新情報は、ホームページで確認してください。

くらしにプラス！ カレンダー12

町ホームページ LINE
益城町

Instagram
@mashiki._.town

マイナンバーカードを持っていれば、

役場開庁時間外でもコンビニエンスストアや

福田・津森郵便局で各種書類を取得できます！
コンビニエンスストア：土・日曜含む午前6時30分～午後11時
福田・津森郵便局：平日午前9時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6 7 8 9

■母子健康手帳交付
■おはなし
■消費生活相談室

■時間外結婚相談窓口 ■心配ごと相談 ■からだ de あそぼ
■夜間納税相談
■住宅融資相談会

■女性のこころとからだなんでも相談
■時間外結婚相談窓口

■みんなのおはなし会

10 11 12 13 14 15 16
■母子健康手帳交付
■消費生活相談室

■時間外結婚相談窓口 ■心配ごと相談 ■おひざにだっこのおはなし会
■夜間納税相談
■住宅融資相談会

■母子健康手帳交付
■子育て広場
■時間外結婚相談窓口

■キッズタイム
10:30 ～　申込 12/8 ～ 15

17 18 19 20 21 22 23
■消費生活相談室 ■せいさく

■時間外結婚相談窓口
■もの忘れ相談室

■ふぁん！ふぁん！ままくらぶ
10:30 ～　申込 12/6 ～ 18
■心配ごと相談

■夜間納税相談
■住宅融資相談会

■時間外結婚相談窓口

24 25 26 27 28 29 30
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■消費生活相談室

■専門医によるこころの相談
■時間外結婚相談窓口

■誕生会※前日までに申込
■心配ごと相談

■夜間納税相談
■住宅融資相談会

役場閉庁日（～ 1/3）

31 1/1 2 3 4 5 6
■夜間納税相談
■住宅融資相談会

■母子健康手帳交付
■時間外結婚相談窓口

町図書館（交流情報センター内）
　☎ 287 - 8411

結婚対策協議会 クローバーましき
　☎ 286 - 6665（平日）
結婚相談窓口
平日 9：00 ～ 17：00
　総務課 男女共同参画係
■時間外 18：00 ～ 21：00
　公民館　きやま座

上益城広域消費生活相談室
９：00 ～ 16：00
月　益城町　☎ 286‐3210
火　御船町　☎ 282‐1226
水　嘉島町　☎ 237‐1112
木　甲佐町　☎ 234‐3223
金　山都町　☎ 0967‐72‐3133
曜日ごとに、上記町役場に専門相
談員が常駐します。いずれの町で
も相談できます。電話での相談も
行っています。

益城町児童館　☎ 234 - 6124

福祉課
■家計改善相談　
　予約制☎ 234‐6113 （地域福祉係）
■住宅融資相談会 10：00 ～ 16：00　
　役場 1 階相談室 B　予約制
　☎241-6180（（独）住宅金融支援機構）

■心配ごと相談 10：00 ～ 15：00
　役場 1 階相談室 D
　☎ 214-5566 （社会福祉協議会）
■もの忘れ相談室 13：30 ～16：30
　役場 1 階相談室 D　予約制
　☎ 214-5566 （社会福祉協議会）

税務課　☎ 286 - 3116
■夜間納税相談　17：15 ～ 20：00

■ふぁん！ふぁん！ままくらぶ
■キッズタイム
おひさま広場　10:30 ～
■からだ de あそぼ　■誕生会
■おはなし　■せいさく

■おひざにだっこのおはなし会 
　11：00 ～ 11：30
■みんなのおはなし会 11：00 ～ 11：30

今月の納税など　 固定資産税第 3 期／国民健康保険税第 8 期／介護保険料第 9 期／後期高齢者医療保険料第 6 期

保健福祉センター　はぴねす
　☎ 234 - 6123
■母子健康手帳交付

完全予約制（個別に交付）

■子育て広場（育児相談）
　一部予約制

■女性のこころとからだなんでも相談
　�完全予約制（１週間前締め切り）

■専門医によるこころの相談
　�完全予約制（１週間前締め切り）

X（旧Twitter）
@mashiki_town

12・1 月の休日当番医　　　　　　　　　　　　　　　診察時間／午前 9 時～午後 5 時

12 月

3 日 （日） 髙本脳神経外科医院 （惣領） ☎ 289-0088 ＦＡＸ 289-0007
10 日 （日） 砥川クリニック （砥川） ☎ 286-5770 ＦＡＸ 286-7572
17 日 （日） かいがクリニック （木山） ☎ 286-2023 ＦＡＸ 286-4173
24 日 （日） 益城なかぞのクリニック （宮園） ☎ 286-1700 ＦＡＸ 286-1706
29 日 （金） 益城中央病院 （宮園） ☎ 286-3151 ＦＡＸ 286-0890
30 日 （土） まるお皮ふ科 （広崎） ☎ 237-7592 ＦＡＸ 237-7591
31 日 （日） 砥川クリニック （砥川） ☎ 286-5770 ＦＡＸ 286-7572

1 月
1 日 （月） ふくだ整形外科 （馬水） ☎ 286-7391 ＦＡＸ 287-5333
2 日 （火） さくら病院 （広崎） ☎ 286-8111 ＦＡＸ 286-8362
3 日 （水） のざき消化器 IBD クリニック （広崎） ☎ 285-3373 ＦＡＸ 286-1533

※変更などがある場合があります。事前に医療機関にご確認のうえ受診してください。


